
• 「住宅価値保証システム」により、より明確に担保される将来の
住宅の資産価値をベースとした、新たな住生活あんしんローン
Ⅱの開発

• 新たに開発する住生活あんしんローンⅡは、住宅価値保証
システムの構築によりデフォルト時損失率が明確になり金融
機関のリスク低減が図れる。

• 残価設定型ローン、ノンリコースローンやリバースモーゲー
ジなどの、幅広い金融商品の開発を目指してゆく。

「長寿命住宅（新築）」の認定と維持管理の取り組みに加え、メンテ
ナンス支援・省エネ支援等により、全国工務店の更なる参画の拡大
を目指してゆく。

様式３

損保会社と連携し、当会独自の「住宅価値表示算定プログラム」で
表示した住宅価値を保証する「住宅価値保証システム」を開発する。

これにより、「住宅価値が見える住宅」から「住宅価値が保証される
住宅」を生み出し、住宅の適正な資産価値が適正に評価される市
場形成が促される。

既存住宅の流通促進に資する良質で寿命の長い住宅の供給を促進するため、施工品質、性能及び維持管理につい
て、一定の水準を満たす住宅を「長寿命住宅」として認定し、当会独自に開発した資産価値評価手法による結果を踏ま
えた金利引き下げ・融資期間の拡大を行う金融商品の開発を行ってきた。
さらにこれらの実績をベースに、損保会社と連携し「資産価値評価手法で算定した住宅価値を保証する仕組み」を新

たに構築し、資産価値評価手法の信頼性向上を図る。これに基づき金融機関と残価設定型ローンやノンリコースローン、
リバースモゲージローン等の新たな金融商品の開発を行うことにより、良質な住宅ストック市場の好循環を促進する。

２．住宅の資産の価値の評価に係る取組

１．住宅の維持保全・性能向上に係る取組

３．金融商品・流通商品開発に係る取組

プロモーションムービーの発信、ホームページの充実

• 地方会場等での勉強会の開催により、参画事業者のさらなる拡
大を図る。

４．住宅ブランド化・情報提供に係る取組

⑤長寿命住宅認定に損害保険を組み合わせた「住宅価値保
証システム」による住宅ストック維持・向上促進プロジェクト
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